
呂・議旨氏柔

｜
'

一一

整理番号

経費項目 縮'儲費･研修費広聴広轤蕊調識鰯償｡会議･資料愉讃｡資i樵入費･事務費⑳人件費
内 容 事務所賃借料令和7年11月分

年月 日 令和7年10月31日 金 額 100,165円

目 的

使 途

政務活動

県政との

関連性

＜領収書貼付枠＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

■ 凸 ﾛ

100,165円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

p q 4

100,165円
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画面ID:BNSO51

擬懲‘擬識職灘鱒鱗織

振込先春登録する場合は、「振込先の登録」ボタンを押して下さい。

お取引を取り消す場合は「取消確認」ボタンを押してください。

I処理状況

｢唾需1 受付番号ﾕ031001受付日時ZOZ5年10月31BO8時52分取引方法ブラウザ

I取引内容

引落口座

■
全議機関名

支店名

科目

口座番号

受取人名

金額100,000円

引落合計金額100,165円（税込手数料165円）

指定日10月31日

握込依頼人名函期ﾋト

振込･振替先口座

一口歯〆 圭 ■ ‐｡－ ■ … ■ 一 口 ■－t■凸■0韓口宇可 今 呼 酉 ニオ 巳 叫凸■一

駁消確認鐙魁錐鯵登録
再■凸 I屋寺口早■睡一■●戸-■q-D苧■■ず｡■一

戻る



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議。江間治人）

‐

轄理番号

経費項目 誌鵬讃･研修費･広聴広報費･霧調識間鱸･会議･齢N剛讃･齢"費｡事霞讃⑳人件費
内 容 事務所駐車場令和7年11月分

年月 日 令和7年10月31日 金 額 15,165円

目 的

使 途

政務活動.

県政との

関連性

く領収議占付枠＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

15,165円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

15,165円
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振込先を登録する場合は、「振込先の登録」ボタンを押して下さい。

お取引を取り消す場合は「取消確認」ボタンを押してください。

' I処理状況

’ 「痙謂房1 受付番号1nZ1@｡Z受付日時,n"=年10月Z1gO8時53分取引方法ブラウザ
I

i取引内容

引落口座

全融機関名

支店名

科目

口座番号

受取人名振込･振替先口座

金額15,OOO円

引落合計金額15,ﾕ65円（税込手数料ﾕ65円）

指定日10月31日 ，

握込依頼人名双脇ﾋト

…. 吟二 一 ■■■③耳 ｡■■■■図 一《

取消確認

戻る



議員氏宅

灘

［

目 的

使 途

関連性

く領収琴占付枠＞
' 領収圭旨

ぅ坪夙万人

[証紙切
第一種定識語格

1@270 1

内
通

様

) 143.09
\270

|小計 \270

計通数 1通
￥270

10%） ￥24）
\O

舗 ￥270
お預り金額 ￥500

|おつり
’

{

1

1

\230

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1llllllllllllllllllllllllllllll

〒
甫
盃
豆
取
率
窒
淫

100-8792

蕊喜代

競謹
TEL:0570

郵便株式会社
手町2－3－1

12577

3日14:23
端N70箱03

案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

領収書金額(a)

270円

案分率(b)

100％

j以涜J白星4頁'又四行貝《aへDノ

270円



様式第1－1号

支 出証拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議。江間治人）

’

整理番号 3-810-4

経費項目 羅弼蹟･研鱸 広聴広轤･癖繍鶏繊｡会議･緋M愉潰 鮮陶噴事鴬賓事翻怨
内 容 事務員雇用 令和7年10月分

年月 日 令和7年10月1日～令和7年10月31日 金 額 63,354円

目 的

使 途

政務活動．

県政との

関連性

く領収書貼付枠＞

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分ずる

領収書金額(a)

84,191円

案分率(b)

56.25/74.75

政務活動費支出額(a×b)

63,354円



3-6-10-4

■■■■■様
令和7年10月分給与(11月10日支払）

給与明細

※12円/kmで計算

支給合計 84,191円

総支給合計 85,691円

磐田市中泉3丁目
静岡県議会議員

5番地17
江間治人

霞舞月舞圖鷺灘 曜日 撫癖出識藤鋤錘； "iH頴臘『 休憩 勤務時間
1 10月2日 木 10 OO 15 30 5時間30分
2 10月3日 金 9 30 15 00 5時間30分
3 10月7日 火 10 00 15 00 5時間00分
4 10月9日 木 10 00'1 17 00 0:45 6時間15分
5 10月10日 金 9 30 15 30 6時間00分
6 10月14日 火 10 00 15 00 5時間00分
7 10月16日 木 10 00 15 00 5時間00分
8 10月17日 金 9 30 15 00 5時間30分
9 10月21日 火 10 00 15 00 5時間00分

10 10月23日 木 10 00 15 00 5時間00分
11 10月24日 金

９

30 15 00 5時間30分
12 10月28日 火 10 00 15 00 5時間OOf
13 10月30目 木 10 00 15 00 5時間00愛
14 10月31日 金 9 30 15 00 5時間30分

合 計 74時間45分

給与

総勤務時間

74時間45分

超勤時間 分

時給

1,100円

小計

82,225円

交通費
勤務日数

14日

距離

11.7km 1,966円

後援会資料配達交通費
距離

125.0km

計

1,500円
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業務時間数
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30 木 5時間00分 4時間00分 来客対応･スケジュール管理｡書類整理
31 金 5時間30分 4時間00分 スケジュール管理･政務活動費集計

計 (A) 74時間45分 (B) 56時間15分

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和7 年 10月31日
会派｡議員名 自民改革会議 江間治人

{政務活動費禿当計算}…①叉は②の算式を用いて､政務活動費禿当分を算笛する。

①(B){56時間15分｝ ×単価{1,100円}= 61,875円

交通費 1,966円×56.25 ／74.75 {(B)/(A)} = 1,479円

②総支給額｛ 84,191円｝ × (B)/(A) = 63,354 円



様式第1－1号

整理番号 3-6-105

支出 証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

I経費項目 誌砺讃研修費鰯雛識費鶏蠅辮鱸 会議噴料I惰鑛資膿膨噴,事鑑 事翻懇
内 容 事務員雇用令和7年10月分

年月 日 令和7年10月1日～令和7年10月31日 金 額 60,767円

目 的

使途

政務活動

県政との

関連性

＜領収書貼付枠＞

案分の理由

雇用実績表に基づき按

分ずる

領収書金額(a)

■ * 0

77,770円

案分率(b)

54.5／69.75

政務活動費支出額(a×b)

60,767円



3－6－10－5

■■■■■様
令和7年 月分給与（ 11月10日支払い）

給与明細

10

1100

※12円/畑で計算

ー弓万而両1

－7亜盃丙1

L－

磐田市中泉3丁目
静岡県議会議員

5番地17
江間治人

月 ヨ 曜 日 出勤時刻 退勤時刻 休憩 勤務時間
1 10F 1日 フ

く

10 00 15 30 5時間30分
2 10F 4日

■
酉

画
』 10 00 12 00 2時間OO"

3 10F 6日 』 I 10 0O 15 30 5時間90分
4 10損 8日 水 10 00 15 30 5時間30分
5 10損 9日 木 10 0O 17 00 0:45 6時間15分
6 10月11日 土 10 00 15 30 5時 罰30分
7 10月15日 水 10 00 15 30 5時 W30分
8 10月18B 主 10 O0 15 30 5時 罰30食
9 10月20日 月 10 O0 15 30 5時 罰30灸

10 10月22日 水 10 00 15 00 5時 WO0f
11 10月25B 土 8 30 16 15 0:45 7時 罰00銑
12 10月27日 月 10 00 15 30 5時 530f
13 10月29日 水 10 00 15 30 5 罰30分

合 計 69時間45分

給与

総勤務時
■ 上

日

69時間45分

超勤時間

時給

1,100円

分

ノ 、計

76,725円

交通費
勤務日数

13日

距離

6.7km 1,045円

支’
顕

唾

呈
毒
ロ

《ロ

後援会資料配達交通費
距離

121.3km

計

1,456円

１
１
１
４ 騒支i

一
言
ロ

《ロ



3－6－10－5

会派様式第5号

雇用実績雲

I

日 曜日
雇 用

時間数
うち政務活動
業務時間数

政務活動業務内容

1 水 5時間30分 4時間00分 政務活動費書類作成､来客対応､スケ 》ユール､書類整理
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で
‐
人

軒
可
亜
岫
１
１
口
早

僻
企
◇
６
超
小
畑

、
毎
邑
『
認
‘
〃
』

″
Ｄ
Ｅ

毎
，
４
町
・
・
叱

再
Ⅱ
。
Ｇ
１

鋒胸ｄや．口型｝
■
恥
禽
弘
呼
０
抽
凸
一

、
急
‐
㈲
凸
。
』

。
。
』
〕
△
島

ロ
ー
Ｌ
‐
Ｉ
Ｆ
『

１
．
‐
Ｆ
・
品
、
』

弘
嚥
、
壁
・
由

．
』
ｊ
・
Ｄ
Ｉ
Ｔ

抄
ｌ
ｌ
ｊ
Ｊ
１

言
町
子
虹
苦
咄

狸
叱
り
４
可
、

Ｊ
‐
、
や
咄

１
４
ｂ
冒
叩
も

ｒ
馬
Ｊ
‐
日
・

『
卜
凸
山
甲
１

Ｌ
ｄ
釘
吋
ｆ
Ｆ
亘

齢
式
ｑ
ご
評

杢
謝
鄭
洋

一
■
宮
■
■
Ｉ
、
ｐ
４

ｆ
鯛
浄
一
切

が
Ｌ
‐
Ｌ
岬
、
即
，

日
日
ｆ
ｊ
ｔ
宮
『
判

４
Ｌ
Ｐ
・
吋
今

灘溌熱

叫
叫
一
叱
誼
盗

癖声錘
．
ｒ
“
や
ｌ
ｑ
帝
掴

ｔ
民
。
．
ｒ
１

打
国
Ｌ
咄
守
宮
制

縛
碓
泌

汽
恥
砺
？
『

韓恥繩鐸
聰岬．●Ｍ》叩一

汽
桝
津

●跨訳篭．
雲
刑
さ
と
服
．

鞭
旅
・
亨
剖

’
蕊
‐
唾
．
駐

坪
叶
‐
小
金

一宮》《軽密一
吋
か
い
狩
久
‐

唱
〆
弥
怨
．
才

。
ｂ
癌
耶
丁
、
酢
‐
弓

辞
曜
部
蝋

国
ｊ
，
抄
ｔ
宮
‐

吃
砂
・
隙
叩
弛
“

嘩
坪
鰯
無

，
Ｍ
１
レ
ロ
０

鞭
睡
余
． 蕊蕊蕊溌

6 月 5時間30分 4時間00分 来客対応､スケジュール､書類整理

蕊溌蕊

△
』
ず
砂
山
か
貼
凸

．
ｑ
‐
』
・
山
守

汐

嘘
諏
が
靴

《■剛●画糾叫岬崎》ｑ叩一

莚
畢
銅

『
罰
訊
彰
、
砲

・
韓
赴
笈
・
世

『
欧
詞
’
０
諦
芋
華

・
淡
．
断
耗

憾
興
季

，
魂
”
‐
・
・
Ｌ

￥
騨
翠
Ｊ
ｒ
安
｝

獅
蒋
・
黙

・
ず
凸
把
恥
捗
Ｐ
“
ｑ

一
．
宮
、
．
稚
い
『
や

ふや一．恩卦侭だ』恥凸
学
０
１
Ｊ
坪
ら
《

牡
・
・
、
可
。
虹
皿

鄭
瀧
謝

亀Ｇ‐鈴哩。．照．
籾
‐
駕
吋
命
辛

蝋が
殻
、
叱
町
『
』
’
軸
，
。
，

輝●舛瓢呼
也
で
肥
し
ｆ
Ｔ

盟
眼
酔
諌
ご
聖

唇
却
却
お

卦秘・熱｝

癖
撫

識
毛
馬
。
刑
ｄ
可

婦
浅
』

十
咄
訓
判
，
“
‐

掘
瀧
鞠

剖
寺
■
町
、
ｑ
・
望
免

翠》銃．脾？｝》
や
胡
ｐ
ｒ
論
酎
蟄

瀕
峨
吋
’
《
よ

灘『
毎
坪
己
。
・
４
口

、
』
’
才
も
』
．
’

．
Ｌ
な
〃
哩
呈

鈩句函竺〆坤へ一やな
晶酎迅曜惟判』］や
・味いり‐具十‐。
談
小
母
ゞ
芯

侭
罰
勧
一
程

〆
諏
罵
：
’

一
賎
謹
嬢
舞
》

、
凡
ぷ
い
・
Ｉ

Ｔ
〆
少
ｈ
ｐ
伊
罪

４
．
凸
〃
二
‐
・
‐

認
や
‐
。
ｆ
罫

岫咋宇再・ざ。即金卜
■
。
。
－
曲

〃型いい．い》弛
曲
４
．
二
ｈ
日

必
沁
榊
叺
推
駄

Ｐ
乃
口
，
‐
‐
一
毎
歩

堤
湾
器
弘

０
個
副
悪
ら
ら
宮

《
』
虻
昨
澱
訳
』

■
己
帆
『
ｑ
‐
４
丞

詞
餌
洗
浄

晶
搾
学
も
郡
雫
．

０
ｆ
凸
４
．
■
Ｊ
”
仏

、
Ｊ
設
埋
瞬
吋
■
言
空

手
琿
思
咄
愚

‐
一
仏
ヂ
リ
ヴ
『

１
」
‐
‐
画
．
４
毎
託

・
’
６
．
乱
》

望
轍
桧
或
》

Ｌ
４
呼
守
ｂ
‐
■
‐
‐
。 蕊鱗溌蕊溌篭識蕊瀧驚瀧

8 水 5時間30分 4時間30分 来客対応､スケジュール､書類作成･整理
9 木 6時間15分 5時間00分 来客対応､ポスティング準備

F･野豊丘一輪診舎.誰､-~ﾁ鍔､.

蕊熱､蟻蒸篭

割
‘
咄
』
昨
い

ふ
鼻
’
企
認
証

呑
甜
・
Ｉ
Ⅱ
ザ
』

ぽ
ロ
ー
芳
・
｜
診

狸
９
凸
呼
・
』
乃

撫
蕊

印
Ｐ
酌
山
Ｊ
」

利・剛》郡砦必
７
叩
喧
。
‐
ｊ

凸
‐
“
ｊ
ｆ
ｑ

北
・
凸
。
『
Ｐ
等
．

，
’
一
■
ロ
ユ
亀

■
■
、
Ｐ
甥
宅
塾

。
■
四
曲
Ｇ
Ｆ

Ｐ
・
・
負
い
Ｄ
・

一
芋
ｆ
ｌ
“
凸
・
寿

春一岬・《・・』討諏』
．
“
丁
。
‐
・
ざ
ら
凡

。
い
い
凸
４
Ｊ
畠

訳
時
戸
口
》
四
・
Ｊ

凸
押
宮
寺
■
拍
坤

一
弘
希
伝

湖
畔
恥
唖
》

罪蕊・・・だ．
菌
、
■
５
℃
宅
証
ヤ
｜

、
ｑ
“
吟
ｒ
｝
毛
心
・

郡・銭一誰ふ》》
ぎ
す
鳴
浄
今
，

恥己咄帥一一吋．“郡
守
口
、
Ｔ
『
Ｐ
Ｐ

ａ
、
シ
宮
守
宮

虐
吋
“
ザ
●
藍
ｑ
に

昌
繩
ｒ
ｆ
】
，

￥「一”『。“‐凶。、

必
、
昏
恥
憲

一
・
上
、
．
辛
吻
。

●
《
轟
斑
識

【空．・幸．』罹啄‐

写
ｒ
Ｔ
Ｊ
痘

坪
嘩
影
．

肇沌』．《『。』
、
一
屯
ｆ
ｒ
Ｆ
・
Ｄ
４
－

ヂ
Ｆ
ｐ
部
唖

唱
・
屯
噂
舛
評
女

粋韮鐸識
叫・哩囚Ｌ・・毎Ｊ｝
．
□
”
●
●
！
。
Ｆ

心
。
｜

《．

イー、公訴．．’．
郡
、
Ｉ
ら
詔
叩
ｂ

砧盈ぷ當品．』Ｌ，吟

》や諦率鱈鋸
‐
ロ
ロ
・
融
』
妬

辛Ｆ弱雫》
ず
ｆ
ｏ
叱
丸
も

渦可ｒ△今‐宮・帖心
』
Ｌ
Ｌ
４
，
ｂ
貼

勺叩詔角毎・野均

一Ｊ１壱．、弛む
‐
生
卵
，
炎
芽

審
證
，
？
輔

弼季〉■界△宮，‐ＤＥ電‐
己
４
垂
Ｌ
｜
毎

Ｆ帥二。垂迩．海産
『
吋
ｒ
Ｉ
ｄ

温み〈》》卜『。

子.零苦睡:嫡譲琴~:』

錘鍛蕊識

Ｌ
牙
＃
・
‐

宮
・
丁
■

二．山口ロ・〉』▼》４
一
斗
千
駅
４
，

‐
別
斜
‐
ｈ
■
Ｉ
生

〉・過小慰錘
一
｝
‐
ｆ
垂
魂
吋

■
毎
匹
牝
Ｌ
■

蝿嘩却型●訂』“《
理・・’一執‐・睡
毎
■
・
写
ｒ
■
二

『
１
，
．
ｒ
ｂ

ヨ
ロ
ロ
ャ
・
色

“’７－●ｑ・嵌言恥

句
も
弄
ぶ
ｇ
Ｔ
龍

哩
弔
Ｊ
・
Ｌ
虹
ざ

《
．
里
．
旧
諏
」
叱

汕
‐
趣
句
灘

二
Ｌ
印
０
ｒ
皇

『《甲唖《竜』、和一Ｊ
一一＆一・《寺・宙《
、
冒
戸
里
ｐ

ｒ
５
Ｇ
ｊ
弔
画
￥
’

‐
Ｊ
・
田
山
二

登全４房一昨
必
』
顎
超

祁秒か●価・垂
１
心

需却が錘
帝作・志一》、九二｝
Ｆ
二
も
『
■
Ｌ

い》虹皿二宮雲Ｐ壷Ｆ必
鰕
貼
・
ｂ
器
ふ
い

豚
・
酉
岨
凸

丁
Ｊ
ｒ
・
Ｃ
ｑ
宇

蕊心型弘哩咽
・
群
〆
“
、
ｐ
も

幸希『恥Ｊ魂作

缶や子君一》」唖一
／
瓜
ｐ
胃
《

一
年
一
・
弓
圭
一

■鋼・■Ｆ■恥毎一
い
い
１
や
凸

鈩｝一・避種酷
・
牌
亀
、

守
二
略
４
円
鬼
．

、
ｆ
‐
４
．
・

『
設
曾
亘
自
４
△

一砧到ト当字《イ
ー
・
‐
虚
藍
到
．

一Ｌ當捲、皇弗嘩．
｛（’一四Ⅲザ（「邑冬

応・迄ｒｌ漉
配．略‐癒孝もｒロ
△
・
二
■
‐
Ｄ
４

11 土 5時間30分 4時間30分 来客対応､スケジュール､書類整理
誼慰
,貝尋｡"窪悪霊一』でq_：蕊菖溌

評
払
・
弊

→
＆
一
‐
イ
‐
■
ｐ
誤
ざ

自
亘
ヴ
ヂ
ダ
・
”
串
Ｌ
■

た
ぶ
黄
到
確
鰯

捗《現一・㎡・管亘牛
堀。‐・郡誹．

溌露
篭

計圭《《瑠一封叫疾・・套一
軋
。
型
◇
＄

美
・
〆
今
宵
・

子宮』、。‐’二Ｊｒ
▽
ｌ
Ｌ
ｆ
Ｆ
隈
邑

，
醍
日
‐
託
用

心
Ｉ
‘
嫌
ふ
碓

難
・
浄
悪
詮

吾
・
朝
日
Ｌ
口

■
ｌ
ｊ
や
廷
二

画
、
■
・
寺
Ｅ
孔

で
“
ず
｝
ａ
寺
凸

審
”
澪
窪

か
》
『
圭

一
？
邑
日
地
鼠
均

凸
。
抑
悪
生
・
一

ｆ
会
０
卜
“
Ｐ

●
學
邑
ｌ
・
野
口

寺〆叩‐・ぐず．。《
用“冒恥Ｈ凸争罰垂・曇鄙
可
但
阜
裂
一

牽
溌

齢
二
、
知
沁
《
』

子
４
『
再
冒
唖

Ｉ
■
』
蜀
己

幕
鞭
唖
ｇ
札

。
“
晶
日
弓
弘

・
ｂ
Ｏ
ｐ
■
己
■

い
▽
卸
等
笘
”

・内叩０Ｆ阜矛公

畠
■
曲
冒
【
Ｆ
少

少
。
．
“
△
畦
‐
ら
予

登一癖恥吊
恥』巴Ｔ，凡｛”射
■
判
■
■
・
一
二
・
面

Ｄ
ｒ
Ｆ
．
。
『
ｖ
ｄ
｝

沌
勃
‐
苧
”

羊へ込告・叩吋‐
Ｔ
』
４

吋雰咋諫岬営舎『

蔀
》
雷
悪

口
巴
邪
李
守
侯
幻
争

ゾ
ニ
‐
畠
『
．
｝
●
堂

鬼
』
少
》
二

ロー‐叩．４Ｊ常言悪

日《」一口罹紐部心
。
，
い
▽
十
斗

弔
Ｉ
・
宮

７
口
字
‐
端

悪
謬
識
鈍

辛
一
帳
吃
。
跨

▼
・
姑
・
と

毎
珍
、
典
一
・

少部将‐》‐書噌

Ｊ
昂
『
兵
Ｄ
６

蓉
暉
咋
学
夜
乍

■
》
帥
呵
心
軒
や
毎

凸
ご
丘
二
宮

言
１
“
■
寺
．

壱
『
砂
ｆ
ざ

認唯僻
葬
謡

》窪挙峰
顎一ｒ禺曲‐》
啄
廻
野
・
ざ

■子宮登宅｝Ⅱやや蝿一
ｂ一鐸》『恥亘凹い

，一参一秒一、一錘一
里・、Ｔ岸。．ｊ呼子
』
夕
も
ま
‐
１
‐

《蝋財’岬。』
Ｌ
ザ
ｄ
献
、
蝦

丁
兜
』
幽
蜂

Ｆ
岫
可
千
勺
Ｊ
－
１

「
Ｄ
ｑ
Ｌ
恥
‐
慰
一

マ
リ
毎
Ｌ
‐
娼

運
．
Ｅ
‐
・

孝
〈
畿
罰
学
・

程
・
亘
。
、
ぺ
鑑

兵
圃
恐
弛
一
』
全

一
’
恥
－
．
苧
ｒ

一
・
。
‐
即
１
㎡
■

■■ｇ一二■しり“‐宮

》
診
侭
簿
生
子

鵜石
尾
・
・
ｊ
、
ロ
山
・

妬
Ｊ
蔀
斗
、
元

粍
却
。
眠
□
ロ
恥

諏一句裁山坐

蕪
認

定
■
『
』
‐
宮
ｒ
‐
曲
、

．
令
鍾
．
｜
葦

咋今西。。訂．》ａ

《叫掴一吋沖‘嘩
園
唯
角
、

小
王
宮
へ
‐
宅
酢
▼
Ｔ

鰯
』
空
・
咽
中

津
呼
秘

守口誇牟寺濡

蕊溌蕊 :瀧灘蕊識瀧灘溌j繊鳶蕊

‐
押
割
．
唾
・
男

一吋４斗芦吋』
．森へ訓士鈴唖
メ
ハ
叶
志
乱

汀み●‐ご昭誕．
宮
ヴ
ロ
ー
Ｊ

，
恥
動
・
投
出
一

聾
塞

蕊
電
鮓
一

遍
恐
‐
勺
・
一
．

諏牌ゞ一》唾ゞ
縦
謎

箸
ケ
叫
麩
笙

乙
や
心
宇
リ
ー
・

認挫４糸帆心呵
了
４
．

口
“
宮
・
ぞ
、
■
〆

録鍔捗》零
奉
邦
疑
か

湧
凄
・
》
軽
”

・
卜
“
飢
一
鍜
．

ざ
嵯
琴
抵
那

半
●
露
転
ぶ

坤
郡
溌

恥
叩
‐
ｐ
九

㎡
呼
鈴
一
略

醒
や
■
■
・
■
■
口
輌

『
郡
唖
、
‐
申
寺
計

。
恥
４
い
ふ
写
・

油
，
咽
ｈ
君
や
》

蕊
蕊

唾
旧
可
尭
・
侭
Ｐ
・
卓

Ｐ
Ｊ
、
喝
諒
緋
、

Ｊ
Ｏ
Ｂ
１
戸
・

ｑ
ｐ
ｑ
印
叶
阜
枯

”
Ｊ
卜
Ｊ
み
】
｜

一心ｂ】■，唾聖端ご
舟
雲
爽
『
い
、

聯
ぞ
哩
上

雲←》咋謬《｝

罪詫準跨一
坪
即
、
偶
、
１
．

職
騨

蝦
糾
‐
幸
・

評
０
哀
．
姫
Ｆ
‐

も
暇
鼻
‐
午
拘
４
－
．

踞
哩
Ｆ
要
一
Ｊ
ヰ
ｒ
Ｆ

邑
二
雫
可
。
‐
諺

零
が

■日山口ｊ“』砥画
一
サ
ザ
脾
ｊ

浄土』￥州刑引
哉
卜
・
邑
回
典

・
ｆ
ｊ
農
歴
．
、

単
幽
牡
へ

購叩
Ｊ
叩
く
剛
｝

一鈍恥や‐酎彗侭
『』曙‐“上《‐１
－和”言ぺ氷榊●壬ｅ

患
上
今
津
鋸

塗罎や認《蕊
恥
巧
時
塊
』
》

辱
い
や
器
。
恥
・

織守
寺
犀
Ｌ
Ｌ
■
ｒ
丑

邨
．
‐
｜
晴
詐
．

年
掴
ぞ
陛
尹
・

ご
■
Ｆ
《
』

学
四
・
▽

溌
塞

.;二・'可ｺｰ,､寺牙 私．』

嫌劉織》
'凸堵･一言.､源4ﾏ誇

奪火認
ﾀﾏz方←=＝言,画､一Kb･~虻

ぶ
簿
・
毒

》
ｂ
司
脾
。
‐
湖

叫
鳴
占
看
守
旧
亘
・

一鍾唾藩●雲

Ｐ七・雪山。‐、・泥函

“
ノ
脾
・
日
榊
Ｆ
Ｆ

国戒手』。”無一
口
■
■
辛
口
■

司
害
７
、
凡

ら
Ｊ
・

一》》・函鐸
一
ｈ
●
』
Ｐ
宮
■
」

一珍捗ｆ咋亨畦．

●
令
．
』
‐
Ｌ
・
邑

三
鈑
到
‐
ワ
ナ

郡
乱
こ
ぽ

ケ品”’‐。乱酔

‐
、
◇
汀
．

４弛乎Ｆも毛《■
ｂ
宮
Ｆ
ｑ
引
剖
一

《一一‐一》・》
『
｝
１
町
二
・
４

叩←一宮一】『乳〉
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計 (A) 69時間45分 (B) 54時間30分

上記のとおり雇用したことを証明する。 令和7 年 10月31日

会派･議員名 自民改革会議 江間治人

｛政務活動費禿当計算}…①又は②の算式を用いて､政務活動費禿当分を算出する。

①(B){54時間30分｝×単価{1100円}= 59,950円

交通費 1,045円×54.5 /69.75 {(B)/(A)} = 817円
②総支給額｛ 77,770円｝× (B)/(A) = 60,767 円



様式第1－1号

支出証拠

聿
冒

議員E

狽収書郎

皆建ての

凱曹卓箸求

畠瑳会と｣罐Y古塵

2階を含めるメ め、1M皆部分0

▲

404門・・・l1g

‐｣’

一一

経費項目 識'暁費研嬢 蝿広籟蕊繍諦轤会議資料'飼潰資辮入費事鑑忽人f債
内 容 事務所水道代令和7年8月～令和7年9月分

年月 日 令和7年10月27日 金 額 1,202円

目 的

使 途

政務活動・

県政との

関連性

案分の理由

政務活動､後援会活動で

使用のため

領収書金額(a)

2,404円

案分率(b)

1／2

％

政務活動費支出額(a×b)

1,202円
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|嫉鰄書黙篭蕊【

’
磐田市水道事業企業出納員

I

令和7年8－9月分

下記の金額を裏面ご案内の窓口へ

納めてください。

職磐田
江間 治人様

1

鶴騨目5番地,7

ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｊ
１
Ⅱ
■
１
１
日
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１

(消費税率10％）

登録番号 磐田市水道事業会計 T7800020000149
磐田市下水道事業会計T7800020000297

磐田市水道事業出納収納取扱金融機関
→ コンピニ収納代行（株）NTTデータ

収入印紙不要

へ。

.p,、 、

言 .i ’
恥･･簿
却f,\.

領収日付印の
ないものまた

は金額を訂正
したもめは無
効です｡ …．．

領収印

水道料金等のお支払いは便利な

口座振替をお勧めします。

※申し込み方法

水道使用水量等のお知らせと預
貯金通帳及び通帳届出印をご持参
のうえ、下記金融機関又は磐田市
上下水道料金センターまでお申し
込みください。

※振替予定日（納期限）

検針月の翌月の26日（金融機
関休業日の場合は翌営業日）にな
ります。

棚帽等0洲ら廿

中泉3丁目5番地17

詔工問 マ合人 様

口座必辰替軍多垂今耳担錘電

静岡銀行スルガ銀行清水銀行

浜松いわた信用金庫

遠州中央農業協同組合

みずほ銀行 三井住友銀行

三菱UFJ銀行 りそな鋼了

静岡中央銀行静岡県労働金庫

島田掛川信用金庫遠州信用金庫
ゆうちよ銀行

T7800020000297磐田市水道事業会計:T7800020000149 磐田市下水道事業会計

■お問い合わせ先

磐田市上下水道料金センター
磐田市水道事業及び下水道事業徴収事務等受託者 第一環境株式会社

＝
〒437-1292磐田市福田400番地 （福田支所内） 検針日
TEL:0538-58-3070 検針員

く当社は．磐田市と磐田市地域（高齢者）見守りネットワーク事業協力に関する協定を結ん

水 栓 番 号 口 径

■■■■■■■ 13mm

上水道使用量 下水道排出量

10nf 10㎡

水 道 料 金 うち消費税額

2.310円 210円

下水道使用料 うち消費税額

’497円 ”7円

合 計 金 額 納 期 限

4,807円 令和7年10月27日

請求年月 令和7年8．9月分

使用期間

日
日

９
８

月
月

７
９１

年
年

７
７

和
和

今
祠
今
祠

口 径 13 mm

メータ番号’
■■■

I■■

I■■■■■■■■■■■■■

ﾛ■■■■■■■■■■

銃|営諜 li薔罫麿蘂一

指 針 及 び 水 量 今回請求予定金額

今回指針 42m3
前回指針 32m3
旧メーター使用量 m3

上水道使用水量 10m3
下水道排出量 10m3

水 道料金 2，310円
（うち消費税10％ 210円）

下水道使用料 2，497円
（うち消費税10％ 227 円）

合 計金 額 4,807円
(うち消費税10％ 437 円）

※通信欄

検針地区一道順番号

磐田-1040-0130-00



様式第1－1号

蕊里番号 I 3-6-10-7

支 出 証 拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

経費項目 籍職費｡研修費･広聴広轄･鶏蹴鞠鐵費･会議｡資料傾鑪 事務費･事諦漬･人件費

内 容 新聞購読令和7年10月分

年月 日 令和7年10月21日 金 額 967円

目 的 県政、社会情勢に関する情報収集

使 途 令和7年10月購読料

政務活動

県政との

関連性

●

県政等の情報を収集し政策や質問の参考にする

く領反謹占付枠＞

‘払込受領証(お客様控）

|受聖教新聞販売店
畷大山宜晃
1 登録番号:T8810689409668

l払江間はるひと事務所

苞

金
額

Ｎ
Ｌ
０
１
■
■
Ｔ
Ｐ
Ｉ
宮
１
１
１
１
・
■
上
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｆ
９
Ｌ
９
Ⅲ
１

D

I

I

！

\1,934

収納代行 株式会社ジヤツクス

｜ ‘

淵

鷲

》！
…5

，口

ij
I』

蘭
r･I

ご請求書
このたびは聖教新聞をご購読いただき誠にありがとう
ございます。．

お支払いは、この払込取扱票により、記載のお支払
期限までにお支払いください。

お問い合わせは、右の宛名面に記載の「お問い合わ
せ先（差出人）」までお願いいたします。

イゴ言害てけ日日抑） 誤;H･謹燕茄牽寸汁毎.早,日下す‐

下記の通り‘ご請求申し上げます。

(10％対象 ￥U 泪買祝

(8％対象 ￥1,934消費税 \1

Ｊ
ｊ

Ｕ
ｎ
Ｊ

手
月
斗

お
支
払
い
の
際
は
、
右
の
宛
名
部
分
を
切
り
離
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

ご購読年月2025年10月(10/01～10/31)
ご請求金額\1,934

お支払期限2025年11月10日

請求番号■■

受 領 印

i~~~．.~~~~~~~~~~~~~~~~~~…．

｜収入印紙貼付欄！

i-.-------…‐ l・
；,""ず J, ~､､』 .

/{：…
'1-畳…和.."

品 目 定価（税込） 部 数 金額（税込）

聖教新聞※ \1,934 1部 \1,934

合計金額(税込） \1,934

案分の理由

後援会活動を含むため

按分ずる（”）

卸又害金額(a)

" ■ ■

1,934円

案分率(b)

1尼

政務活動費支出額(a×b)

967円



様式第1－1号

支出証 拠 書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

整理番号 3-6-10-8

経費項目 調劃職費研修費鰯雛識費蕊繍鞠鋤費会謹攪瀧w飼讃 事務費事翻欝人件費

内 容 新聞購読令和7年10月分

年月 日 令和7年10月31日 金 額 1,650円

目 的 県政社会情勢に関する情報収集

使 途 令和7年10月購読料

政務活動

県政との

関連性

●

県政等の情報を収集し政策や質問の参考にする

く領収琴占付枠＞

Ⅱ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
１
！

領 収

江間

証
治

人 様

ご愛読ありがとうございます。
お客様にまどころとともに新聞を
お届けいたします。

T3080402019850

2025年10月分

(10%対象 0税 O)

卜記令額正に領収いたしました。
※消費税等込み

読売 日本経済・静岡新間

㈲博報堂新薗店
壷0120－320156

"32-0155m37-0236

iお客様の個人情報は､配達集金業務などに利用させていただいております。

合 計合金 額

炉
ざ
し

9 3 ’IOQ
錬 柄 （＊は鐸亦荘稗.昌蓉対象） 部数 金額 備 考

1．k静岡新聞 1 3,300

案分の理由

後援会活動を含むため

按分ずる（1/2）

領収書金額(a)

3,300円

案分率(b)

1/2

政務活動費支出額(a×b)

- ● ﾀ

1,650円



-』''ｵュ

＜領収書鮎

2階建てのう

政務活動で

光熱費請求

含めるため、

対象とする。

8H･･･1IW

0％)j

萄店砿

■■ q ~,

（ゆつらよ齪行ノ

－

…

塗理奉‐昌一

経費項目 調劃職蜜'研修費広聴広鱸 鶏辮報鱸会謡資料'愉墳･資鑛入費事識慰人件費
内 容 事務所電気代令和7年10月分

年 月 日 令和7年10月27日 金 額 8,779円

目 的

使 途

政務活動・

県政との

関連性

思議'00100 霊 5 霊 900116 加入

者名 中部電力ミライズ株式会社

案分の理由

政務活動費、後援会活動

費、使用のため按分

領収書金額(a)

17,558円

案分率(b)

1／2

政務活動費支出額(a×b)

8,779円



様式第1－1号

支 出 証拠書

（会派名。議員氏名 自民改革会議・江間治人）

領 川X 日 脈

我 付 掴

薬理番号 3-6-10-10

経費項目 緬嶺･研修費｡蝿広轤･蕊調青鞭動費･会議･資料臓墳｡資瀧朧入費態翻漬｡人件費
内 容 事務所電話通信令和7年 '0輪ゞ
年月 日 令和7年10月27日

1

金 額 8,879円

目 的

使 途

政務活動。

県政との

関連性

く領梗書貼付枠＞ I電話料金等払込受領証

ナンバーディスプレイ使用料1,200円 ：*西日本ご利用分

｜:｢霧憲~盲追加番号使用料100円(使用していない1番号分を除く）

ユニバーサルサービス料4円(使用していない1番号分を除く）

(1,200円十100円十4円)×1.10＝1,434円は除く

10,313円-1,434円＝8,879円
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6

(金融機関･CVS用)→お客様

案分の理由

全て政務活動費にかかる

ものである

領収書金額(a)

8,879円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

8,879円
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ご請求内訳 (お客様番号
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お客様ご請求番号
BILLINGNUMBER ‐

請求年月
MONTHOFISSUE

内訳項目 金額（円）
"REEBREAKDOWNBYCATEGORY(YEN)

内訳金額（円）
AMOUNT(YEN)

請 求 内 訳 等 詳 細
DETAlLSOFCHARGEBREAKDOWN 〔

本内訳は、各サービス提供事業者が
発行したものです。 〕 税区 "己
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サービス料に加え、電話リレーサービス料として1番号あたり1．1円（税込）が含まれています。

電話リレーサービス料については一般社団法人電気通信事業者協会のホームページをご確認下さい。
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様式第1－1号

薬理番号 3-6-10-11

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

経費項目 調哉職費･WW…癖辮鞠鋤費｡会議･資料愉潰･資粥臓入費･事溌費･義翻漬｡人件費

内 容 県政報告ポスティング用ビニル袋 (vol。÷g)

年月 日 令和7年10月8日．11日 金 額 3,393円

目 的 県政に係る情報等を県民に報告

使 途 県政報告配布袋

政務活動

県政との

関連性

⑥

県の施策、定例報告、活動状況を県民に報告する

く領収謹占付枠＞

案分の理由

全て政務活動費にかか

るものである

1卿Ⅸ言壷貝(aノ

3,393円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

3,393円
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-26× 12個 -312

1小 計 ￥2,856
1対象額 ￥2,856
1小計％割引 5ガ -142

1%繍対蔦ゞ‘"””‘7“￥2,714

1内税 10.00％ ￥246

1諒患税 ”‘6）￥2，7ユ4
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様式第1－1号

轄理番号 3-6-10-12

支出証拠書

（会派名・議員氏名 自民改革会議・江間治人）

誌形讃｡研鐙広聯｡薙雛報鱸･会議費｡資料胴續･資辮入密事翻潰･人件費経費項目

内 容 事務用品（県政報告印刷用綱 (vol."g)

年月 日 令和7年10月8日 金 額 2,490円

目 的

使 途

政務活動.

県政との

関連性

く領梗琴占付枠＞

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

■ J ■

2,490円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

。 ■ 9

2,490円
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レジ卿書
登録番号耐070001006474

謹鑑…，”
081コピー用紙 ￥2,490

一一一＝ー一一＝ーーーー■■■＝ーーｰー＝ーーー＝ーー■■ｰ■■一ー■q■ｰ

1点 小計 ￥2,490

合計 ￥21490
（含む消費税等 ￥226）
（10%対象 ￥2,490
消費税 ￥226）

現金 ￥2,540
￥50

猫釣り
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#7050店:0237レジ:0005



様式第1－1号

整理番号 3-6-10-13

支出証拠

聿胃

議員程

一一

経費項目 調劃職費･研彦費･広鰄濱.蕊諌儲瀧償｡会讓漬.資料l愉漬． 欝糖入憩事翻讃･人件費
内 容 事務用品（県政報告E賑1用プリンターインク) (vol,÷ど〉

年月 日 令和7年10月7日・14日 金 額 21,799円

目 的

使 途

政務活動。

県政との

関連性

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

21,799円

案分率(b)

100％

政務活動費支出額(a×b)

凸 ■ 凸

21,799円



鱈蕊 羊
3－6－10－13

’
1

鱈蕊 幸
(4080000122878)

会員番号
I

f

I-<B月細>---------.-－----.-----...--－-..--.-----.------
1●インクカートリッジ ・持帰
ブラザーエ業
4977766809948LC416XLBK 10%

1点 ￥4,598

5％値引対象
-一一一一一一一一一一一一一一一一一一■｡■－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一

2●インクカートリッジ ・持帰
ブラザーエ業
4977766809979LC416XLY 10%

1点 ￥5,747

5％値引対象
一一一---_ ■■胃一一■■－－－ｰ－－■■－ーｰ－戸一一一一一一一一一一一一一一一■■■ーー－－q■■一一

3●インクカートリッジ .持帰
ブラザ'－エ業
4977766809962LC416XLM 10%

1点 ￥5,747

5％値引対象
一■■■._ －－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

4使用済みインク値弓|き ・持帰
一・一一・一＊

2098010128256ｲﾝｸﾈﾋ､ｷ10ｴソ 10％
3点 ￥0

－一一－－－ｰ＝－－－－－－－－－一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

＄

会員番号
I

-<H月細>----- ---------－-----------------------

1●インクカートリッジ ･持帰

ブラザーエ業
4977766809955LC416XLC 10%

1点 ￥5,747

5％値弓|対象

2使用済みインク値引き ・持ﾘ帯
一一一一＊

2098010128256ｲﾝｸﾈﾋ.ｷ10ｴン 10%

1点 ￥0
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二
\5,747

B 値 -10

\5,737↑

税率別内訳／ 課税対象額 10% \5,737
’ \521）,､.=1-ざ■-白』＝

［0514157-051057204-2310003768998]
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1

）

｜税率別内訳／ 課税対象額 10％ ￥5,737
（内消費税額 ￥521）

但し、お品代として
卜記毒類Eに領収致しました。

｜‐<決済内訳>------------------------------------‐
｜ 現金 ￥5,737

（内消費税等 ￥521）

現金お預かり ￥6,000

お釣り ￥263

1登録番号:T9180001088934

1株式会社ｷｶｽ

’クーズデンキ磐田店

唾

滞人ラエ間

61062
￥1．46C

１

1

1

1 税率別内言R/ 課税対象額 10% \16,062
（内消費税額 \1,460)

但し、お品代として
罎円舎類Eに領収致しきした。

-<決済内言R>-------------------------------------
現金 ￥16,062

（内消費税等 ￥1,460）

現金お預かり ￥20,002
お釣り ￥3,940

1

1

1

1

登録番号:T9180001088934
株式会社ギガス ｣1IMIIIIIﾘ側1叫

卿製|!MM"
ケーズ壬ンキ磐円畦

O538－33-010C

’

lllllllllllllllllllllllllll
店コード 2200005141571

卿型|!!,!ll!M,ML
’

一＝一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ＝ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 二 － ~ ー 一 ー 一 ー


